



    カ本土調査，ハワイホノルル調査（昭和63年度海外調査で実施）の各調査を個別に整理し，デー
    タ・クリーニングを行ない，コード・ブックを作成した．
  2）各個別調査の各質問項目および回答者属性項目の回答肢を標準化し，共通部分をとり上げて共
    適ファイルを作成し，コード・ブックを作成した．
  3）各個別調査ごとに関連調査との比較分析を行ない，各国における調査結果の経年的動向に関す
    る基礎資料を得た．さらに，日本調査，ハワイホノルル調査，アメリカ本土調査については経
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シーが明らかにされる危険があるので，世論調査データの再利用に関しては，この点についての留意が
特に必要である．
 3．データの整備方法と利用方法
 現在，世論調査は各調査機関が独自の方法で調査し，独自の方法でデータを作成している．したがっ
て，世論調査DLが設立されれば，共通の標準でデータを編集することが必要になる．また，データの管
理では，データを一か所に集中管理することが望ましいが，データの量が膨大になった時には，全国の
拠点に分散管理し，ネットワークを通じてデータを利用する方法も考えられる．世論調査データの利用
には，公益的，研究的，教育的そして営業的利用がある．このうち営業的利用については，適正な経済
的負担を課して参加を認めることもできるが，営利のための利用の行き過ぎを監視することも必要であ
る．
